
3 「やすらぎ�やまなし」の実現
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「チャレンジ山梨行動計画」 政策別実施状況

基本
目標 3 「やすらぎ�やまなし」の実現

政策 1 危機管理体制の確立と地域防災力の強化
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
18

【政策推進に当たっての基本的考え方】

東海地震、富士山噴火といった大災害の発生も危惧される本県において、県民の防災

に対する意識を高め、発災時に迅速かつ的確に対応できる体制を確立するとともに、災

害から県民の生命や財産が守れるよう、地域防災力を強化します。

また、食の安全、感染症などの健康に関する危機管理対策や地域の安全対策に取り組

みます。

平
成

19年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 大規模災害に備えた総合的な図上訓練の実施 P.52 総 務 部

○ 抗インフルエンザウイルス薬の購入�備蓄 P.53 福 祉 保 健 部

○ 総合防災ポータルサイトの構築�運用 P.53 総 務 部

○ 防災チェックシートの作成�配布 P.53 総 務 部

○ 耐震診断�耐震改修事業に対する支援 P.54 県 土 整 備 部

○ 地域防災リーダーの養成 P.54 総 務 部

○ 災害対策施設の整備 P.55
森 林 環 境 部 �
農政部�県土整備部

○ 火山防災情報基盤の整備 P.56 県 土 整 備 部

○ スクールサポーターの配置 P.56 警 察 本 部

○ スクールガード�リーダーの委嘱 P.57 教 育 委 員 会

○ 南アルプス自主防犯ボランティア団体連絡協議会の設置 P.57 警 察 本 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 63,107百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 18,497百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 18,497百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

住宅の耐震化率
72.3％

（H17）

81.0％

（H22）

75.3％

（H19）
34.5
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

1災害対策本部
の強化

防 災 総 務 費 大規模災害の発生時に、迅速かつ的確な対策を講じ

ることができるよう、災害対策本部と地方連絡本部の

連携を強化するとともに、関係機関等が連携した総合

的な図上訓練を実施した。

（ 3,000）

【消防防災課】 1,995

・総合的な図上訓練の実施、訓練結果の検証

平成20年1月 参加者120人

2緊急輸送道路
の確保�整備

道路橋りょう建設費 地震をはじめとする災害発生時に、避難�救助活動

や物資の供給を行う重要な経路としての役割が果たせ

るよう、緊急輸送路の確保�整備を推進した。

（ 5,146,596）

【道路整備課】 3,559,200

【道路管理課】［ 1,587,396］ ・隘路区間の解消

南アルプス公園線（早川町奈良田地内）外2路線

延長1.4km道路橋りょう整備費

（ 1,743,006） ・道路の防災対策

1,433,825 国道413号（道志村長又～月夜野地内） 外6路線

［ 309,181］

3総合河川情報
システムの充
実

河 川 改 良 費 大雨などによる洪水被害を防止�軽減するため、監

視カメラ等により、河川の状況をリアルタイムに把握

できる総合河川情報システムの充実を図った。

（ 395,595）

196,918

【治 水 課】［ 198,677］ ・河川監視カメラ増設 5基

滝沢川、平等川など

・総合河川情報の提供

4食品安全会議
の開催

消費者行政費 消費者や生産者等の意見�提言を県の施策に反映さ

せ、食品安全行政の一層の強化を図るため、食品安全

会議において、食の安全�安心行動計画の進捗状況な

どについて調査審議を行った。

（ 643）

【食の安全�食育推進室】
434

・食品安全会議の開催 3回

主要な施策の成果
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

5感染症対策の
推進

予 防 費 新型インフルエンザなどの重大もしくは大規模感染

症の発生を予防するとともに、発生時には迅速かつ適

切な対応がとれるよう、対応訓練などを実施した。

（ 120,130）

【衛生薬務課】

【健康増進課】

112,029

・発生動向の情報提供

患者発生動向の収集、県ホームページでの公表

・抗インフルエンザウイルス薬の備蓄

36,470人分購入 72,750人分備蓄

・新型インフルエンザ対応訓練の実施 4回

各保健所単位（平成19年11月～平成20年1月）

6わが家の防災
対策の推進

防 災 総 務 費 防災等に関する情報を県民に分かりやすく提供する

ため、総合防災ポータルサイトを構築した。また、県

民の防災意識の高揚を図るため、防災について点検で

きる防災チェックシートを作成�配布した。

（ 6,631）

【消防防災課】 6,567

・総合防災ポータルサイトの構築�運用

平成20年3月開設

・防災チェックシートの作成�配布

配布数 320,000部（全戸配布）

配布日 平成19年9月1日（防災の日）

7地域防災力強
化戦略の推進

防 災 総 務 費 地域住民の防災意識の高揚を図るため、出前講座や

講演会を開催し、災害への備え等について普及�啓発

を行うとともに、地域県民センターを中心に市町村や

防災関係機関、住民等が一体となった地域防災体制を

確立した。

（ 2,625）

【消防防災課】 2,402

・地域防災戦略具体化図上訓練の実施

中北地域 平成19年10月

峡東地域 平成19年10月

峡南地域 平成19年10月

富士�東部地域 平成19年11月

・地域防災出前講座の実施 38回 参加者2,412人
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

8木造住宅の耐
震診断及び耐
震化への支援

住 宅 総 務 費 住宅の耐震化を促進するため、木造住宅の耐震診断

を実施する市町村への支援を拡充した。また、倒壊等

の危険性があると診断された木造住宅の耐震改修に助

成する市町村への支援を拡充した。

（ 13,062）

13,062

【建築指導課】

・耐震診断を実施する市町村への支援

28市町村 652戸

・耐震改修に助成する市町村への支援

15市町村 28戸

9地域防災リー
ダーの養成

防 災 総 務 費 地域における防災力を強化し、災害時の被害を最小

限に止めることができるよう、防災活動の要となり、

的確かつ迅速な対応ができる地域防災リーダーを養成

した。

（ 134）

【消防防災課】 76

・地域防災リーダー及びボランティアコーディネーター

の養成

養成講座の開催 平成19年11月 受講者110人

10消防団活動の
活性化

消 防 指 導 費 消防団員等の資質の向上や士気の高揚を図るため、

消防学校における教育訓練を充実するとともに、消防

協会の活動強化に対して支援した。また、減少傾向に

ある消防団員の確保策について検討した。

（ 7,470）

【消防防災課】 7,390

・教育訓練の充実

消防団員教育 14回 参加者 551人

移動消防学校 4回 参加者 382人

一日入校 1回 入校者 22人

消防団員操法大会 1回 参加者1,100人

・消防協会への支援

消防記念日式典 参加者650人

知事表彰等

・消防団の充実強化検討会の開催 平成20年1月
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

11災害対策施設
の整備

河 川 改 良 費 大雨による洪水や土石流、崖崩れ、地すべり等によ

る被害を未然に防止し、県民の生命�財産を守るため、

河川の改修や、土砂災害の対策工事を実施した。

（ 3,660,904）

【治山林道課】 2,861,421

【耕 地 課】［ 799,483］ ・河川の拡幅等

基幹河川改修事業 鎌田川（中央市） 外6河川

一般河川改修事業 笛吹川（山梨市）

外2事業25河川

【治 水 課】

【砂 防 課】 河 川 整 備 費

（ 691,135）

489,475 ・砂防堰提の整備（うち新規着手 10渓流）

通常砂防事業 サスヒラ沢（大月市） 外67渓流

火山砂防事業 東杉山沢（山梨市） 外12渓流

地すべり対策事業 西島（身延町） 外11渓流

［ 201,660］

砂防地すべり対策費

（ 8,871,177） ・急傾斜地崩壊防止施設の整備（うち新規着手 6箇所）

急傾斜地崩壊対策事業 つる五丁目（都留市）

外46箇所

6,275,505

［ 2,595,672］

・山地災害防止事業の実施

復旧治山事業 7.4ha

甲州市浅久保地区、韮崎市桐沢地区 など

予防治山事業 1.1ha

身延町横根中地区、大月市関屋地区 など

治 山 費

（ 3,228,201）

2,849,829

［ 378,372］

・農地防災事業の実施

地すべり対策事業 波高島地区 外1地区

湛水防除事業 東花輪川地区

農地防災事業費

（ 227,900）

205,900

［ 22,000］
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

12土砂災害警戒
区域等の指定

河川砂防総務費 警戒避難体制を整備し、土砂災害から人命を守るた

めに、土砂災害防止法に基づき砂防基礎調査を行い、

土砂災害警戒区域などの指定を行った。

（ 450,270）

【砂 防 課】 416,015

［ 34,255］ ・土砂災害警戒区域等の指定

指定率 33.0％（平成20年3月末現在）

13富士山噴火を
想定した防災
訓練の実施

防 災 総 務 費 富士山噴火による被害を最小限に止めることができ

るよう、隣接県や関係市町村、消防機関等と連携し、

広域的な情報伝達や避難活動など、噴火を想定した防

災訓練を実施した。

（ 826）

668

【消防防災課】

・山静神合同防災訓練�環富士山火山防災連絡会との

合同訓練 平成20年1月 参加者230人

14火山防災情報
基盤の整備

砂防地すべり対策費 火山泥流、火砕流、溶岩流などの火山噴火に起因す

る災害から人的被害を未然に防ぐため、火山観測機器

の整備等を行った。

（ 63,589）

【砂 防 課】 35,409

［ 28,180］ ・火山防災情報基盤の整備

観測機器（雨量計�積雪計�気温計）設置

2箇所

15スクールサポー
ターの配置

刑 事 警 察 費 少年を犯罪から守るため、校内暴力や非行などに対

する教職員への指導助言を行うとともに、学校等で実

施する非行防止�犯罪被害防止教育等を支援する「ス

クールサポーター」を警察署に配置した。

（ 2,804）

【警

‥

少年課】 2,804

・2名配置 平成19年8月（甲府警察署、笛吹警察署）

少年非行防止活動及び立ち直り支援活動 270回

学校等における児童等の安全確保活動 573回

非行�犯罪防止教育及び支援活動 30回
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

16地域ぐるみの
学校安全体制
の整備推進

体 育 振 興 費 子ども達が安心して教育を受けられるよう、地域ボ

ランティアの協力を得る中で地域社会全体で、学校安

全に取り組む体制を整備した。

（ 23,448）

21,249

【スポーツ健康課】 ・スクールガード�リーダーの委嘱 48人

・スクールガード�リーダー連絡協議会の開催 3回

・スクールガード養成講習会の開催 7回

参加者428人

・モデル地域の指定 山梨市

17犯罪の起こり
にくいまちづ
くりの推進

刑 事 警 察 費 犯罪の多い地域を「犯罪抑止重点地域」に指定し、

住民の自主防犯意識を高めるとともに、一戸一灯運動

や防犯灯、防犯カメラの設置促進、防犯ボランティア

との協働をより一層図るなど、犯罪の起こりにくい環

境づくりを進めた。

（ 760）

564

【警

‥

生活安全企画課】

・犯罪抑止重点対策地域の指定 15地域

・防犯ボランティアとの合同パトロールの実施

入学時における通学路一斉防犯パトロールの実施など

・子ども緊急通報装置の運用

18地域防犯ボラ
ンティアへの
支援

刑 事 警 察 費 安全で安心なまちづくりの実現に向け、犯罪情報の

提供や防犯講習会の実施など地域や職域における防犯

ボランティアの防犯活動を支援するとともに、防犯ボ

ランティア組織のネットワーク化を促進した。

（ 3,885）

3,862

【警

‥

生活安全企画課】

・南アルプス自主防犯ボランティア団体連絡協議会の

設置 平成19年12月

・ふじ君安心メールによる情報発信 平成19年9月～

・犯罪情報地理分析システムを活用したふじ君安全�

安心マップの作成
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「チャレンジ山梨行動計画」 政策別実施状況

基本
目標 3 「やすらぎ�やまなし」の実現

政策 2 あたたかく多様な子育て支援
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
10

【政策推進に当たっての基本的考え方】

地域において人と人とのつながりが希薄化する中、様々な悩み、不安を抱えながら子

育てをする親が増えています。こうした子育て家庭を援助し、子どもが心身ともに健や

かに育まれるよう、地域ぐるみで子育てを支援する体制づくりを進めるとともに、子育

てしやすい職場環境づくり、延長保育や放課後児童対策の促進を図るなど、働く親の仕

事と子育てとの両立を支援します。

平
成

19年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 男女共同参画を促進するための企業懇話会等の開催 P.60 企 画 部

○ チャレンジマザーの就職支援 P.60 商 工 労 働 部

○ 特別保育の促進 P.60 福 祉 保 健 部

○ 地域ぐるみ子育て支援ネットワークづくり検討委員会の開催 P.61 福 祉 保 健 部

○ 子育て支援ネットワークモデル事業の実施 P.61 福 祉 保 健 部

○ 子育て相談総合窓口の運営 P.61 教 育 委 員 会

○ 民間保育所における延長保育実施に対する支援 P.61 福 祉 保 健 部

○ 放課後児童クラブの設置�運営に対する支援 P.62 福 祉 保 健 部

○ 放課後子どもプラン推進委員会の設置�開催 P.62 教 育 委 員 会

○ 乳幼児医療費の窓口無料化に向けた準備の実施 P.62 福 祉 保 健 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 7,770百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 1,336百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 1,336百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

延長保育実施保育所数
126箇所

（H18）

162箇所

（H22）

126箇所

（H19）
0.0

ファミリー�サポート�センター
設置市町村率

21.4%

（H18）

39.2%

（H22）

28.6%

（H19）
40.4
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

1男女共同参画
の促進

男女共同参画費 仕事と家庭の両立を支援するとともに、企業におけ

る女性の登用等を促進するため、企業懇話会を開催す

るなど、企業における男女共同参画を促進した。

（ 1,824）

【男女共同参画課】
1,393

・企業懇話会の開催 3回 参加企業21社

・企業向け講演会の開催 平成19年11月

・企業へのアドバイザーの派遣 3社

2チャレンジマ
ザーの就職支
援

職業能力開発校費 子育て中または子育てが一段落した女性の就職支援

を図るため、就職を希望する女性を対象とした職業訓

練科を新たに開設した。

（ 3,601）

3,093

【職業能力開発課】 ・総合事務科の開設�訓練の実施

平成19年9～11月 修了者 18人

3小規模ファミリー�
サポート�センター
への支援

児童福祉総務費 働く親の仕事と子育ての両立を支援するとともに、

地域ぐるみの子育てを促進するため、育児の援助を行

う人と依頼する人が100人に満たない小規模なファミ

リー�サポート�センターを設置�運営する市町村に

対して支援した。

（ 1,000）

0

【児童家庭課】

・国の交付金事業認定（会員数100人以上）に向けた

支援 笛吹市

ファミリー�サポート�センター設置数 8箇所

（平成20年3月末現在）

4特別保育の促
進

児童福祉総務費 安心して子どもを育てられるよう、休日や夜間にお

ける保育や緊急�一時的な保育など、保護者の多様な

ニーズに対応した保育サービスに対して支援した。

（ 50,520）

【児童家庭課】 44,892

・一時保育事業に対する助成 14市町村 62箇所

・病児�病後児保育（自園型）事業に対する助成

2市 10箇所

・休日�夜間保育事業に対する助成 2市 4箇所

主要な施策の成果
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

5地域ぐるみ子育
て支援ネットワー
クづくりの促進

児童福祉総務費 子育てに関係する各種団体の連携を強化するため、

市町村やボランティア団体などが、それぞれの特性や

機能を活かしながら、地域一体となって支援できるネッ

トワークづくりを促進した。

（ 4,561）

4,507

【児童家庭課】

・地域ぐるみ子育て支援ネットワークづくり検討委員

会の開催 3回

・子育て支援ネットワークモデル事業の実施

委託先
‥

ＮＰＯ法人、市民団体等

森の中のあそび図鑑事業

Ａんふぁんねっと版�ノーバディズ�パーフェクト事業

やまなしパパママカレッジ事業

6子育て相談総
合窓口の運営

社会教育振興費 子育て家庭に対する支援を総合的に実施するため、

専門領域に分散している関係機関の連携を図りながら

相談に当たる総合窓口により、子育てに関する様々な

相談に応じた。

（ 4,910）

【社会教育課】 4,780

・電話相談、面接相談、子育て中の人やサークルへの

助言、情報提供

相談日数 245日

（電話相談 878件、面接相談 42件）

・臨床心理士によるカウンセリング 月2回 （74件）

7延長保育の促
進

児童福祉総務費 働きながら安心して子育てできる環境を整備するた

め、国の延長保育の助成対象とならない民間保育所を

支援し、延長保育の促進を図った。

（ 4,500）

【児童家庭課】 413

・延長保育の実施に対する助成

1箇所（1時間延長）（都留市）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

8放課後児童対
策の促進

児童福祉総務費 児童の健全な育成を促進するため、昼間保護者のい

ない小学校低学年の児童を対象に、学校の空き教室や

児童館などで活動する放課後児童クラブを設置、運営

する市町村に対して支援した。

（ 222,141）

【児童家庭課】 209,521

・放課後児童クラブ設置�運営に対する助成

24市町村 179クラブ

9放課後子ども
プランの推進

社会教育振興費 子ども達が安全で健やかに過ごせる居場所を確保す

るため、放課後や週末等に、勉強やスポーツ�文化活

動などを行う「放課後子どもプラン」を推進した。

（ 74,390）

【社会教育課】 18,897

・推進委員会の設置�開催 3回

・研修会の開催 4回

・市町村（放課後子ども教室）への支援

運営委員会の設置や子ども教室開設への支援

10乳幼児医療費
の窓口無料化

公衆衛生総務費 疾病を早期に発見、治療し、重症化を防止するとと

もに、子育て家庭の経済的、時間的負担を軽減するた

め、診療時に無料で医療サービスが受けられる乳幼児

医療費助成の窓口無料化への準備を進めた。

（ 490,407）

【児童家庭課】 451,891

・窓口無料化に向けた準備

国民健康保険審査支払システム改修など

・市町村が支給する乳幼児医療費助成への支援

助成金支給対象者 通院 5歳未満児

入院 就学前児童

ただし乳幼児一人について一月700円は保護者

が負担

助成件数 529,667件
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「チャレンジ山梨行動計画」 政策別実施状況

基本
目標 3 「やすらぎ�やまなし」の実現

政策 3 安心して暮らせる地域福祉の推進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
13

【政策推進に当たっての基本的考え方】

高齢者や障害をもつ人が、個人として尊重され、地域において自立し、いきいきと共

に暮らせる社会を目指します。このため、ユニバーサルデザインの視点に立った生活環

境づくりを進めるとともに、市町村や関係団体等との連携のもと、高齢者や障害をもつ

人のニーズを的確にとらえたきめ細かい血の通った福祉サービスの提供に努めます。

平
成

19年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 介護保険施設のユニット化の促進 P.64 福 祉 保 健 部

○ 認知症サポート医養成研修への派遣 P.64 福 祉 保 健 部

○ 障害者工賃倍増計画の策定 P.65 福 祉 保 健 部

○ 障害者就労支援事業所等の整備促進 P.65 福 祉 保 健 部

○ 社会福祉士及び介護福祉士修学資金の貸与 P.66 福 祉 保 健 部

○ 介護サービス情報の公表 P.67 福 祉 保 健 部

○ 「やまなしの知恵袋」プログラムの策定 P.67 福 祉 保 健 部

○ ユニバーサルデザイン基本指針の策定 P.67 企 画 部

○ 子どもメンタルクリニックの運営 P.68 福 祉 保 健 部

○ 発達障害者支援体制整備指針の策定 P.69 福 祉 保 健 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 10,110百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 2,344百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 2,344百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

認知症サポート医確保率
25.0％

（H18）

75.0％

（H22）

37.5％

（H19）
25.0

フラット歩道の整備延長（県管理
道路）

54.0km

（H18）

67.3km

（H22）

60.5km

（H19）
48.9
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

1高齢者福祉施
設の整備

老 人 福 祉 費 居宅において生活することが困難な高齢者が、住み

慣れた地域で安心して生活が送れるよう、高齢者の多様

なニーズに対応する高齢者福祉施設の整備を促進した。

（ 484,206）

【長寿社会課】 391,138

［ 93,009］ ・介護保険施設のユニット化の促進（20床）

・地域密着型介護老人福祉施設等の整備促進（121床）

・介護老人福祉施設の整備促進（120床）

2認知症高齢者
への支援

老 人 福 祉 費 認知症になっても住み慣れた家庭や地域で安心して

生活が送れるよう、介護サービス事業者への認知症介

護に関する研修等を実施するとともに、地域における

総合的な支援体制づくりを促進した。

（ 19,927）

【長寿社会課】 9,917

・認知症サポート医養成研修への派遣 2人

累計6人（平成20年3月末現在）

・認知症介護実践者研修の実施 修了者95人

・認知症地域支援ネットワークの構築

モデル事業の実施 山梨市

主要な施策の成果

施設区分 区分 助成先 施設名

特別養護老人ホーム 新築 福� 景 誠 会 ヒルズ勝沼

養護老人ホーム 改築 福�山梨県社会福祉事業団 豊 寿 荘

施設区分 区分 助成先 施設名

特別養護老人ホーム 改修 福� 寿 ノ 家 寿 ノ 家
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

3障害者の就労
支援

身体障害者福祉費 障害をもつ人が、能力や適正に応じて働き、地域に

おいて自立して暮らせるよう、授産施設等における工

賃の引き上げや起業�在宅就労の促進など、障害をも

つ人の就労を支援した。

（ 31,540）

【障害福祉課】 28,757

知的障害者福祉費 ・障害者工賃倍増計画の策定�支援実施

（ 109,093） 障害者工賃倍増計画の策定 平成20年2月

76,448 授産施設等職員研修会の実施 平成19年9月

経営アドバイザーの派遣 20施設に5回ずつ派遣

障害者自立支援費 ・障害者企業立ち上げ支援�経営支援

（ 67,851） 委託先 福�山梨県障害者福祉協会

51,465 初期投資経費助成 1,600千円×4チーム

［ 5,000］ 専門アドバイザーの派遣 5チームに4回ずつ派遣

・県版ジョブコーチ（就労支援者）の養成

ジョブコーチ養成講座（基礎編）の開催 8回

受講者176人

4障害者福祉施
設の整備

身体障害者福祉費 障害をもつ人が自立して日常生活や社会生活を営め

るよう、地域において、個々のニーズに応じた適切な

サービスを提供する福祉施設の整備を進めた。

（ 147,975）

【障害福祉課】 147,975

・県立青い鳥成人寮の再整備

障害者自立支援費 新体系における提供サービス等の検討

（ 301,875） ・就労支援事業所等の整備促進

293,031 障害者支援施設「第二仁生園」（福�愛寿会）の整

備に対する助成

知的障害者福祉費 ・グループホーム�ケアホームの整備促進

（ 131,478） 3箇所（賃貸物件の活用にかかる敷金�礼金助成）

4,440 ・就労支援事業所等の改修支援

通所授産施設「春の陽」（福�八ヶ岳名水会）外33

箇所の改修に対する助成

［ 126,978］
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

5福祉人材の養
成�確保

社会福祉総務費 質の高い福祉サービスが提供できるよう、介護福祉

士等の養成施設の在学生に対して修学金を貸与すると

ともに、研修会等を実施し、社会福祉事業に携わる人

材の養成�確保を推進した。

（ 35,663）

【福祉保健総務課】
35,637

・社会福祉士及び介護福祉士修学資金の貸与 9人

・福祉人材センターによる就労のあっ旋

紹介による就職者 85人

・社会福祉事業従事者研修の実施 12研修

受講者621人

6福祉サービス
の利用に向け
た支援

社会福祉総務費 利用者が適切なサービスを選択できるよう、事業者が

提供する福祉サービスの質を評価し広く情報提供する

第三者評価や判断能力に不安がある人への生活支援員

の派遣などを行う県社会福祉協議会に対して支援した。

（ 55,724）

55,635

【福祉保健総務課】

・生活支援員の派遣の促進

実利用者 330人

・福祉サービスに係る苦情解決の促進

相談受付件数 14件

・福祉サービス第三者評価の促進

結果公表施設 15施設

7高齢者の生き
がい対策

老 人 福 祉 費 高齢者がいつまでも元気で生きがいをもって地域社

会で活動できるよう、高齢者の健康づくり、生きがい

づくりを推進する老人クラブ等や県社会福祉協議会の

活動に対して支援した。

（ 85,997）

【長寿社会課】 82,084

・いきいき山梨ねんりんピックの開催 平成19年9月

競技参加者 4,300人

・健康づくり事業への助成 9団体
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

8介護サービス
の質の確保及
び向上

介護保険事業費 介護サービスの円滑な実施と質の向上を図るため、

介護支援専門員や介護関係従事者等への研修を行うと

ともに、利用者の介護サービス事業者の選択に資する

介護サービスの情報の公表を促進した。

（ 31,929）

23,834

【長寿社会課】

・介護サービス情報の公表

787事業所（公表対象 12サービス）

指定情報公表センター�指定調査機関

福�山梨県社会福祉協議会

・主任介護支援専門員養成研修の実施

平成19年12月～平成20年3月の11日間

修了者38人

9やまなしの知
恵袋プログラ
ムの推進

老 人 福 祉 費 高齢者が有する豊富な知識や技術、経験などが様々

な分野、場面で活かされるよう、活用事例を市町村等

に紹介し、有効な活用方法を普及した。

（ 607）

371

【長寿社会課】 ・「やまなしの知恵袋」プログラムの策定 平成20年3月

・知恵袋セミナーの開催 平成20年3月 参加者150人

・啓発パンフレット作成�配布 2,000部

10ユニバーサルデ
ザインの推進

企 画 総 務 費 すべての人が利用しやすい「ユニバーサルデザイン」

を普及させるため、県が取り組むべき方向や、県民、

市町村、事業者などの取り組みの目安となる基本指針

を策定した。また、安心して歩けるよう歩道のフラッ

ト化を行った。

（ 4,679）

【企 画 課】

【道路管理課】

【都市計画課】

3,162

土 木 総 務 費

（ 40,086） ・ユニバーサルデザイン基本指針の策定 平成20年3月

32,442 ユニバーサルデザイン基本指針の概要

本県の目指す方向

「暮らしやすさ日本一」の山梨づくりの実現

に向け、県民、県、市町村、事業者などが連携�

協働した、すべての人にやさしいまちづくりの

推進

［ 7,644］

道路橋りょう建設費

（ 769,900）

394,310

［ 375,590］
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

道路橋りょう整備費 ・歩道のフラット化

国道358号（甲府市中小河原地内） 延長 0.4km

国道411号（甲府市城東地内） 延長 0.4km

茅野北杜韮崎線（北杜市長坂町日野春地内）

延長 0.2km

長坂高根線（北杜市高根町五町田地内）

延長 0.2km

栗合成田線（笛吹市成田地内） 延長 0.5km

都市計画道路船津小海線（富士河口湖町船津地内）

延長 0.3km

外5路線

（ 28,846）

14,411

［ 14,435］

街 路 整 備 費

（ 525,761）

275,799

［ 249,962］

11子どもメンタ
ルクリニック
の運営

児童福祉施設費 虐待により心を傷つけられた子どもや発達障害児な

ど心のケアが必要な子ども、子育てに不安を感じてい

る保護者を支援するため、児童精神科医による診療、

治療を行った。

（ 4,545）

4,345

【児童家庭課】

・子どもメンタルクリニックの運営

場 所 児童相談所内

開院日 週5日（月～金 午前中）

中央児童相談所 週4日

都留児童相談所 週1日出張診療

延べ診療件数 671件

12精神的不安を
抱える子ども
への支援

児童福祉総務費 ひきこもりや不登校などの子どもやその家庭に対す

る精神的な支援を行うため、心の支えとなるメンタル

フレンドを派遣するとともに、集団的な生活指導等を

行い、社会参加への意欲を高めた。

（ 2,677）

2,223

【児童家庭課】

・メンタルフレンドの派遣 延べ派遣日数 450日

・マザーズホームの開催 36回

・不登校児童への通所指導 17回
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

13発達障害者へ
の支援

社会福祉総務費 発達障害をもつ人やその家族が安心して地域で生活

できるよう、発達障害者支援センター等において日常

生活に関する相談や発達及び就労支援を実施するなど、

支援体制の充実を図った。

（ 8,032）

【障害福祉課】 7,406

・発達障害者支援センターの運営

場 所 障害者相談所内

相談件数 1,409件

研 修 会 8回 参加者457人

・発達障害者支援体制整備検討委員会の開催 3回

発達障害者支援体制整備指針の策定

平成20年3月

・地域における支援体制の構築

モデル地域におけるコーディネーターの配置、個

別支援計画の作成等

モデル地域 峡東地域
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「チャレンジ山梨行動計画」 政策別実施状況

基本
目標 3 「やすらぎ�やまなし」の実現

政策 4 県民の豊かな生活を守る保健医療の充実
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
12

【政策推進に当たっての基本的考え方】

医師不足を解消するため、大学等と連携し、医師の確保に取り組むとともに、県民が

最期までその人らしく過ごせるよう支援するホスピス医療の充実、緊急時に適切な医療

が提供できる救急医療体制の整備を図ります。

また、健康寿命日本一を維持するため、アンチエイジングに着目した健康づくりを進

めます。

平
成

19年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 初期救急から三次救急医療体制の充実 P.72 福 祉 保 健 部

○ 県メディカルコントロール協議会の開催 P.72 総 務 部

○ 県立中央病院における緩和ケア病棟の運営 P.73 福 祉 保 健 部

○ 在宅ホスピス地域連絡会議の開催 P.73 福 祉 保 健 部

○ 「健やか山梨21」（健康増進計画）の改定 P.74 福 祉 保 健 部

○ アンチエンジング項目を加えた試行的健診の実施�普及 P.74 福 祉 保 健 部

○ 温泉入浴による健康づくりのモデル事業の実施�普及 P.74 福 祉 保 健 部

○ 医師修学資金の貸与 P.75 福 祉 保 健 部

○ 臨床研修病院合同説明会の開催 P.75 福 祉 保 健 部

○ 看護職員修学資金の貸与 P.75 福 祉 保 健 部

○ 富士�東部地域小児救急医療検討委員会の開催 P.75 福 祉 保 健 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 3,430百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 1,089百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 1,089百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

県内医師の増員数
－

（H18）

48人

（H22）

隔年調査

H21.12公表予定

救急救命士配置率
74.0％

（H18）

98.0％

（H22）

80.6％

（H19）
27.5
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

1救急医療体制
の充実

医 務 費 疾病や事故等により、緊急の処置が必要になった場

合に、適切な医療が受けられるよう、休日や夜間の救

急患者診療体制の充実を図るとともに、救命率の向上

に資するドクターヘリの共同運航等を推進した。

（ 440,924）

【医 務 課】 424,575

・初期救急から三次救急医療体制の充実

〔初期救急〕

休日夜間急患センター（1施設 甲府市）

在宅当番医制

（休日

‥

19施設�日、夜間

‥

5施設�日）

小児初期救急医療センター（1施設）

歯科救急（山梨口腔保健センター、在宅当番医制）

〔二次救急〕

病院群輪番制

（休日

‥

12施設�日、夜間

‥

13施設�日）

4病院による小児救急輪番制

〔三次救急〕

県立中央病院救命救急センター（1施設）

・ドクターヘリの共同運航の円滑な運用に向けた支援

協議会の開催 2回

2メディカルコ
ントロール体
制の整備促進

消 防 指 導 費 救急救命士がより高度な救急業務を行えるよう、消

防機関と医療機関が連携し、救急活動において医学的

な指示や指導が受けられる体制の整備を促進するとと

もに、救急救命士の医療機関における病院実習に対し

て支援した。

（ 99）

66

【消防防災課】

【医 務 課】 医 務 費

（ 1,672） ・県メディカルコントロール協議会の開催

平成19年7月

・救急業務高度化推進協議会の開催 平成19年7月

・病院が行う気管挿管実習への助成 1病院

834

主要な施策の成果
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

3緩和ケア病棟
の運営

県立中央病院の緩和ケア病棟において、患者が心安

らかな環境で過ごせるよう、身体的な苦痛を和らげると

ともに、精神的なサポートを充実させた医療を提供した。【県立病院経営企画室】
・緩和ケア病棟の運営 15床

延べ入院患者 4,051人

4がん診療連携
拠点病院の機
能強化

医 務 費 地域において質の高いがん医療が提供できる体制を

確立するため、緩和ケアなどに携わる医療従事者の育

成に対して支援するなど、がん診療連携拠点病院の機

能強化に努めた。

（ 29,000）

29,000

【医 務 課】

・緩和ケア等各種研修への支援 4病院

・がん患者等に対する相談業務の支援 4病院

5在宅での終末
期（ホスピス）
医療の充実

保健師等指導管理費 在宅での終末期（ホスピス）医療の充実を図るため、

訪問看護師等の在宅医療関係者の専門的知識や技術の

向上に向けた研修を実施するとともに、地域における

在宅医療関係者の連携を支援した。

（ 2,301）

1,404

【医 務 課】

・在宅ホスピスケア研修の実施 2回 参加者100人

・モデル地域における在宅ホスピス地域連絡会議の

開催 7回

モデル地域 峡東地域

6健康長寿元気
やまなしの推
進

成人病対策費 高齢者が介護を必要とせず、寝たきりにならないよう、

早期発見�早期予防システムの普及や介護予防事業に関

する研修などを実施し、高齢者の健康づくりを推進した。

（ 9,307）

7,207

【長寿社会課】 ・早期発見�早期予防システムの開発�普及

介護予防プログラムソフトの開発

平成20年3月 市町村に配付

ソフトの活用に向けた研修の実施

2研修 参加者79人

・介護予防実務者研修の実施

平成19年8月 参加者70人
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

7「健やか山梨
21」の推進

公衆衛生総務費 多くの県民が健康づくりを実践し、県民運動として

展開できるよう、新たな健康課題に対応した「健やか

山梨21」（健康増進計画）の見直しなどを行い、計画

の目標達成に向け関係団体と一体となった健康づくり

を進めた。

（ 5,248）

【健康増進課】 4,340

・「健やか山梨21」の改定 平成20年3月

・健やか山梨21推進会議の開催 4回

（総会1回、部会3回）

・健やか山梨21推進大会の開催 平成19年11月

健康づくり作品の表彰及び講演会の実施

参加者450人

8アンチエイジ
ング健康づく
りの推進

公衆衛生総務費 県民の健康寿命の延伸を図るため、市町村で実施す

る健診等に保健指導や運動指導を連携させること等に

より、アンチエイジング（抗加齢）に着目した健康づ

くりを進めた。

（ 2,840）

1,835

【健康増進課】

・アンチエイジング項目を加えた試行的健診の実施�

普及

アンチエイジングドック�パイロット事業

検討委員会開催 平成19年11月

試行的健診の実施 2回

健診受診者 40人

・温泉入浴による健康づくりのモデル事業の実施�

普及

温泉入浴指導を加えた健康教室の開催 4回

参加者31人（甲府市及び都留市内の温泉施設）

事例発表会の開催 平成20年1月

事業報告書の作成�配付
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施 策 � 事 業 の 概 要

千円

9医師確保対策
の実施

医 務 費 県内で不足している医師の増員を図るため、県内の

公的病院等へ一定期間勤務することを条件とする修学

資金を医学生に貸し付けるなど、医師確保対策を推進

した。

（ 248,350）

【医 務 課】 159,452

・医師修学資金の貸与 貸与者 173人

・医師無料職業紹介（ドクターバンク）への支援

県医師会へ助成（システム開発費）

・臨床研修病院合同説明会の開催

平成19年7月（東京都内）

10看護職員の確
保対策の実施

保健師等指導管理費 安全�安心な保健医療が提供できるよう、新卒看護

学生や潜在看護職員の県内就業を促進するとともに、

看護職員の離職防止を図るなど、看護職員の確保対策

を推進した。

（ 101,565）

【医 務 課】 99,777

・看護職員修学資金の貸与 貸与者 201人

・潜在看護職員臨床実務研修の実施 2回

参加者13人

・病院内保育所への助成 9施設

11妊婦の安全�
安心の確保

周産期医療体制の確保のため、産科医等の確保に取

り組むとともに、病院が分娩を取りやめた地域において

も地域の病院で健診を受けられる方策や、助産師の活

用による助産師外来の設置等について、検討を行った。
【医 務 課】

・地域の病院での健診実施支援に向けた検討

・助産師外来の設置支援に向けた検討

12富士�東部地域に
おける小児救急医
療体制の整備

医 務 費 子どもが早期に適切な医療が受けられ、急病等に対

する保護者の不安が解消できるよう、富士�東部地域

に小児を対象とする初期救急医療センターを整備する

ため、検討を行った。

（ 4,320）

4,316

【医 務 課】

・富士�東部地域小児救急医療検討委員会の開催 4回

・2病院による小児病院群輪番制の運営に対する支援




